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☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ

ようぼく一斉活動日実施（10/29）
第一回

　

10
月
29
日
（
日
）、
東
世
分
教
会
を
会
場

に
「
第
一
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
、
同
じ
地
域
に

住
む
よ
う
ぼ
く
が
集
い
、思
召
に
心
を
揃
え
、

互
い
に
勇
ま
せ
合
っ
て
と
も
に
年
祭
活
動
の

歩
み
を
進
め
る
日
と
し
て
本
部
よ
り
提
唱
さ

れ
て
い
る
行
事
で
あ
り
、
支
部
ご
と
に
会
場

を
設
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

世
田
谷
西
部
支
部
の
会
場
と
な
る
東
世
分

教
会
で
は
、
前
日
か
ら
支
部
幹
事
を
中
心
に

会
場
設
営
。
夜
か
ら
降
り
始
め
た
雨
の
た
め

お
天
気
が
心
配
さ
れ
た
が
、
当
日
午
前
9
時

ご
ろ
に
は
す
っ
き
り
と
晴
れ
、
気
温
も
20
度

ま
で
上
が
る
ご
守
護
を
い
た
だ
い
た
。

　

受
付
開
始
の
13
時
前
か
ら
会
場
に
は
参
加

者
の
姿
が
見
え
始
め
、
13
時
半
の
開
会
の
頃

に
は
約
90
席
ほ
ど
の
殿
内
は
満
員
に
。
そ
の

た
め
急
遽
、
神
殿
の
障
子
を
外
し
て
廊
下
に

も
席
を
増
設
す
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

・
支
部
幹
事
会

　

12
月
22
日
（
金
）
10
時
よ
り

　

例
会
と
併
せ
て
行
い
ま
す

　

会
場　

南
豊
島
分
教
会

　
　・

教
区
ひ
の
き
し
ん 　

　

12
月
19
日
（
火
）
午
前
9
時
半
〜

　

6
組
1
名

▼婦人会例会予定は
　ホームページからも
　確認できます

世田谷西部支部ホームページ

https://tenrikyou-setagayaseibu.
　　　　jimdofree.com/

基礎講座　東京会場
12 月 10 日（日）

於：東京教務支庁

（東京都豊島区駒込 7-1-4）

午後 1時　受付開始

午後 1時 30分　開講

受講御供　500 円

本部派遣講師
入江和德先生
（本理世大教会長、東京教区長）

思
召
�
�
心
�
揃
�

100
名
以
上
�
教
友
�
参
集

東京教区
女子青年大会

2024 年 2月 23日（金祝）

於：東京教務支庁

（東京都豊島区駒込 7-1-4）

午前 9時

・
婦
人
会
例
会

　

日
時　

12
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

　

内
容　

リ
ー
ス
作
り 

ま
た
は

　
　
　
　

来
年
度
の
話
し
合
い

　

場
所　

東
世
分
教
会

　
　
　
　
（
桜
丘
2-

6-

3
）

　
　
　
　

℡　

03-3429-3271
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12
月
支
部
例
会

日
時　

12
月
22
日
（
金
）　

10
時
〜

会
場　

南
豊
島
分
教
会
（
豪
徳
寺
1-

56-

6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡　

03-3420-5411

会
長　

志
村 

治
道

内
容　

参
拝
、
お
つ
と
め
の
後
、
支
部
長
挨
拶
、

　
　
　

各
部
各
会
か
ら
の
連
絡
事
項
、
講
話

※
例
会
後
、「
み
ん
な
で
ひ
の
き
し
ん
」

交
通　

小
田
急
線 

豪
徳
寺
駅　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

徒
歩
10
分

　
　
　

東
急
世
田
谷
線 

山
下
駅

　
　
　
　
　
　
　

 　

徒
歩
5
分

華
燭
の
典

11
月
4
日
、
神
本
分
教
会
後
継
者
、

坂
口
裕
司
さ
ん
と
花
井
あ
い
さ
ん
が

ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
新
た
な
門
出
を
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▲  馬場理支部長を芯に心を揃えておつとめ

　

ま
た
、
心
配
さ
れ
て
い
た
駐
車
場
は
、
支

部
情
報
ネ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事

前
に
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
推
奨
し
て
い

た
た
め
か
満
車
に
は
な
ら
ず
に
余
裕
を
も
っ

て
来
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
、
代
わ

り
に
自
転
車
で
の
来
場
が
多
く
み
ら
れ
た
。

な
お
、
別
室
で
は
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
設
け
ら

れ
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
会
場
の
様
子

を
視
聴
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。

　

13
時
半
、
岡
庭
正
行
氏
（
東
世
分
）
の
開
会

挨
拶
に
続
き
、
馬
場
理
支
部
長
と
中
川
真
地
氏

（
本
月
分
）
を
芯
に
会
場
一
体
と
な
っ
て
の
お

つ
と
め
。
そ
の
後
、
壇
上
に
上
が
っ
た
滑
川
善

久
副
支
部
長
と
共
に
声
を
揃
え
て
諭
達
第
四
号

が
拝
読
さ
れ
、
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
視
聴
し
た
。

　

そ
れ
に
続
く
当
支
部
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
当
支
部
青
年
会
委
員
長
を
務
め
る
坂
口

裕
司
氏
（
神
本
分
）
が
登
壇
。
坂
口
さ
ん
は
布

教
の
家
埼
玉
寮
を
出
た
後
も
単
独
布
教
を
経
験

し
て
お
り
、
そ
こ
に
至
っ
た
経
緯
や
、
現
在
見

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
々
な
体
験
を
、
お
ふ

で
さ
き
や
逸
話
篇
の
お
言
葉
を
紹
介
し
つ
つ
、

布
教
体
験
講
話
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
参
加
者

に
伝
え
た
。

　

講
話
の
中
で
坂
口
さ
ん
は
ま
ず
、
布
教
師
を

目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を
紹
介
。

そ
し
て
現
在
、
布
教
に
歩
く
中
で
は
、
教
祖

の
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
お
り
に
天
の
定
規
に

沿
っ
て
生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
し

て
、
に
を
い
が
け
先
や
出
会
う
人
と
の
貴
重
な

経
験
を
伝
え
、参
加
者
は
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。

　

最
後
に
、
髙
橋
和
夫
氏
（
千
山
分
）
の
閉
会

挨
拶
を
も
っ
て
15
時
過
ぎ
に
閉
会
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
121
名

華
燭
の
典 ▶

坂
口
裕
司
氏


